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2024年度経済産業省
「二国間クレジット取得等のためのインフラ整備調査事業

（JCM実現可能性調査）」」

タイにおけるバイオチャー製造・利用
に関するJCM実現可能性調査について

2025年9月17日
一般財団法人カーボンフロンティア機構（JCOAL）

第1回令和７年度二国間クレジット制度（JCM）の更なる促進に向けたセミナー
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一般財団法人カーボンフロンティア機構(JCOAL)の概要

当機構は、石炭及び関連する各種エネルギー等に関する調査研究、情報の収集・提供、技術

の普及・移転及び事業化の支援等を行うことにより、地球環境に調和する石炭利用の推進を図

り、もって我が国におけるエネルギーの安定確保及び産業経済の健全な発展に寄与することを

目的に設立されました。

沿革

149団体（2025年８月現在）

電力、鉄鋼、セメント、燃料、重工メーカー等

会員数

組織図

⚫ 民間企業のJCM案件支援
➢ 方法論策定/クレジット化支援

⚫ 民間企業のJ-クレジット案件支援
➢ 吸収・除去、ネガティブエミッション技術案件
のプロジェクト化支援

➢ 方法論策定/クレジット化支援

環境経済室
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JCOALの活動概要

※パンフレットより抜粋

CN技術
紹介

ビジネス
マッチング

JCM
クレジット

獲得
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未利用バイ
オマス(ゴム
古木切株）

1) セメントキルンの
石炭代替燃料（SCG
セメント工場等）

2) 地中貯留利用（農
地等）

3) コンクリート混和
利用（建設現場等）

タイに豊富に賦存する未利用バイオマス（ゴム古木の切株、農業残渣等）から、日本の炭化技術によってバ
イオチャーを製造し、タイ最大のセメント会社であるSiam Cement Group（SCG）のセメントキルンにお
ける石炭燃料代替としての利用によるCO2排出削減、併せて農地での地中貯留による化学肥料削減やコンク
リート混和剤として固定化することによるエネルギー起源CO2排出削減の可能性も調査・検討し、JCMクレ
ジット発行に向けた準備を行う。（2025年7月、NEDO JCM実証事業「実証設計」※に採択）。

ゴム古木

バイオマス収集 GHG削減バイオチャー製造 バイオチャー利用

炉本体写真ゴム農園

ゴム古木

JCMクレジット

発行に向けた
準備、検討

・MRV対応

・合同委員会
に向けた確認

切株（地上部）

調査概要

※2025年度「二国間クレジット制度（JCM）等を活用した低炭素技術普及促進事業/低炭素技術による市場創出促進事業（実証設計）
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調査実施内容

Ⅰ.調査項目
① 関連政策・制度の動向分析
② 提案技術や事業の実施に関連する相手国の社会経済環境や市場動向の分析
③ 事業化およびJCMプロジェクト化に向けた課題と対応策の検討
④ GHG排出削減量の算定及び排出削減貢献量の検討とJCM方法論案の作成
⑤ 相手国政府関係者への提案技術・製品や事業化計画、課題や対応策等の共有を

通じた事業化に向けた調整。

Ⅱ.調査実施において必要な情報収集、アクション、確認事項
① 未利用バイオマス資源調査

➢ ゴム古木切株賦存状況調査
➢ ゴム古木炭化試験

② バイオチャー設備設置場所調査
➢ Thung Song工場調査

③ セメント産業におけるCO2削減策実態調査
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調査実施スケジュール
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SCG Thung Song Factory

タイでの調査（SCG本社／工場、ゴムプランテーション、粉砕工場等）

⚫ 10月にタイに出張し、ナコンシータマラート郡のSCG Thung Song工場を見学、セメントキルンにおけ
るバイオチャー投入場所、実証プラント候補場所等の確認、タイ南部のゴムプランテーション、ゴム古木
切株の粉砕・チップ化工場等を調査した。サンプルを入手して日本へ輸送、11月末に炭化試験を実施した。
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タイでの調査（タイ政府及び関連機関との面談）

⚫ 12月にタイに出張し、タイにおける国際的なカーボンクレジットの枠組みであるPremium T-VERに係る
タイ政府関係者等との面談を行い、バイオチャープロジェクトの説明、クレジット発行に向けた諸手続き
の確認を行った（TGO、DEDE、ONEP、RAOT、JETRO、NEDO、SCG本社、GEC/JCMセミナー
太平洋セメントインターナショナル等）

METI資料

TGO：Ministry of Natural Resources and Environment, Thailand 

Greenhouse Gas Management Organization 

DEDE：Ministry of Energy Department of Alternative Energy 

Development and Efficiency 

ONEP：Ministry of Natural Resources and Environment, Office of 

Natural Resources and Environmental Policy and Planning

RAOT：Rubber Authority of Thailand

DEDEとの面談

TGO資料
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◆経済産業省の公的FS制度による調査ということで、相手国政府との面談がスムーズに
行え、プロジェクト遂行に向けての協力の意向が示された。

◆NEDO実証事業に進むために必要な情報、状況を面談、実地調査で確認することが
できた。特にTGOとの面談にパシフィックコンサルタンツ社の専門家に同行頂いたことは
大変ありがたかった。

（政府機関）
✓面談した政府機関がNEDOとのMOU締結に協力する意向（DEDE等）。
✓クレジット担当政府機関（TGO）打合せでPremium T-VER制度の仕組みの
理解、本案件のクレジット化に必要な具体的なステップの把握。

（SCG）
✓本案件に関してSCGのトップマネジメントを含めての理解醸成。特に実証後の設
備譲渡の意向。

✓SCGの環境への取り組み、CNに向けた具体的方策の把握。
✓バイオマス原料（ゴム古木切株）の調達可能性（ﾌﾟﾗﾝﾃｰｼｮﾝ、粉砕工場等）。
✓SCG Thung Song工場の状況（装置設置場所、バイオチャー利用場所）
✓SCG Thung Song工場内での設備工事業者（SCG子会社）
✓中国製炭化装置の設置・運転状況

JCM FS活用によるメリット
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まとめと謝辞

（まとめ）
⚫経済産業省2024年度「二国間クレジット取得等のためのインフラ整備調査事業
（JCM実現可能性調査）において、「タイにおけるバイオチャー製造・利用に関する
JCM実現可能性調査」件名で採択頂き、調査を実施させて頂いた。

⚫ JCM FSを通じてJCM方法論（基礎）の確立（PIN Draft提出）、JCMプロジェク
ト組成に向けた準備、相手国政府機関への理解醸成が進んだ。

⚫NEDO 2025年度「二国間クレジット制度（JCM）等を活用した低炭素技術普及
促進事業／低炭素技術による市場創出促進事業（実証設計）」において「セメント
産業における GHG 削減のためのバイオチャー製造・利用技術実証事業（タイ国）」
件名での採択に繋げることができた。

（謝辞）
⚫ JCM FS事業にてご支援頂いた経済産業省及び事務局のパシフィックコンサルタンツ株
式会社関係各位に改めて深くお礼申し上げます。
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